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I．はじめに

　近年、在院日数の短縮や患者の高齢化により

看護業務は複雑多様化しており、疾病の発症や

重症化の予防などあらゆる健康段階で切れ目の

ない看護の提供などが不可欠であり、医療環境

の変化に対応した高い実践能力が求められてい

る。特に中堅看護師は実践の主導的役割を担っ

ており、組織の中核的存在であると言える。し

たがって看護の質向上のためには、中堅看護師

自らが医療環境の変化に応じて急性期病院から

在宅療養に至るすべての健康段階で求められる

看護実践能力を発揮できるような知識や技術を

獲得するという継続的かつ自律的な能力開発が

必須である。

　一方で、中堅看護師の約 6 割が求められる

役割の多さに悩みや不満を持っている実態が報

告されており（日本看護協会 , 2010）、また中

堅看護師の 8 割が燃え尽き症候群の警戒群で

あることが明らかになっている（加藤 , 尾崎 , 

2011）。さらに、意欲があっても現状維持に精

一杯という状況であるとも報告されており（辻

ら , 2008）、ライフイベントが多い年代である

ことから仕事とのバランスを取りながらキャリ

ア発達に苦悩している層であるとの指摘もある

（住田 , 坂口 , 森岡 , 鈴木 , 2010）。さらに、民

間病院に勤務する看護職は、厳しい労働環境に

加え満足できない状況下で勤務していることが

予測され心身の負荷が高いとされる（多久島 , 
羽田野 , 森塚 , 2014）。しかし、保険診療を行

う急性期病院においては、国の定める診療報酬

により運営されており設置主体の違いによる看

護職の職務満足には大きな差がないことも報告

されている（撫養, 勝山, 青山, 2009 ; 古谷, 谷, 
2008）。したがって、急性期病院においては設

置主体に関わらず厳しい労働環境にあることが

推測される。

　以上のような中堅看護師の置かれている状況、

即ち個人要因や環境要因、社会要因は、中堅看
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-資 料-

急性期病院に勤務する中堅看護師の自ら学ぶ意欲に関連する要因の検討

Identifying Factors Related to Self-learning Motivation for Mid-level Nurses 
in Acute Care Hospital

野寄亜矢子 1）・清水佐知子 2）

要  旨

　本研究は急性期病院に勤務する中堅看護師の自ら学ぶ意欲と個人・環境・社会要因との関連を明ら

かにすることを目的とした。公立急性期病院 1 施設の経験年数 5 年以上 25 年未満の役職者以外の看護

師 201 名を対象に無記名自記式質問紙調査を行った。看護師の自ら学ぶ意欲は野寄 , 清水（2019）が

構築し信頼性、妥当性を確認した 22 項目から構成される「看護師の自ら学ぶ意欲の測定尺度」を使用

した。測定尺度の総得点および下位尺度得点を従属変数、個人・環境・社会要因の各項目を独立変数

とし重回帰分析を行った。結果、自ら学ぶ意欲の総得点で環境要因「職場で役割の負担がある」が負

の方向で有意であった（ p ＜ 0.05）。その他の変数で有意差はなかった。自律的な学習意欲の下位尺度

〔認められたい気持ち〕〔充実感と挑戦〕で環境要因「職場で役割の負担がある」が負の方向で有意であっ

た（ p ＜ 0.01）。中堅看護師の役割負担が自ら学ぶ意欲に関連すると示唆された。

キーワード：自ら学ぶ意欲、中堅看護師、急性期病院
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得点が高いほど看護師の自ら学ぶ意欲が高いこ

とを意味する。

2）中堅看護師の自ら学ぶ意欲に関連する要因

　まず、先行研究から中堅看護師の置かれてい

る状況を確認した。データベースは医学中央雑

誌を用い、検索期間は 2010 － 2016 年とした（検

索時期 2016 年 7 月）。「中堅看護師」をキーワー

ドに原著論文に絞り検索したところ 361 件が該

当した。中堅看護師の置かれている状況を明ら

かにするため、中堅看護師の定義が示されてい

ない文献は除外し 21 件を抽出した。抽出した

21 件の文献から中堅看護師の置かれている状況

を示した項目を個人要因・環境要因・社会要因

に分類し整理した。

　その結果、個人要因は経験年数による将来

への困難さや葛藤、ストレスの増加（伊澤 , 
2011）、キャリア発達に関する苦悩やキャリアア

ンカー志向の相違により仕事と家庭とのバラン

スを取っていたり、家庭生活を優先したりする

ことなどがあげられた（関 , 2014; 森山 , 2014; 

住田ら , 2010, グレッグら , 2003）。このことか

ら、本研究では個人要因は年齢、経験（臨床経

験年数・異動経験・中途採用経験）、ライフイベ

ント（結婚・育児・介護の有無）、キャリアアンカー

の 10 項目とした。キャリアアンカーとは、キャ

リアの諸決定を組織化し制約する自己概念とさ

れており、職業経歴の中で犠牲にしたくない自

己を象徴する、コンピタンスや動機、価値観に

ついて自分が認識していることが複合的に組み

合わさったものである（Schein, 1990）。本研究

で使用するキャリアアンカーは、Schein（1990）
のキャリアアンカーをもとに坂口（1999）が看

護師用に構築した 6 つのキャリアアンカーであ

る。坂口（1999）は構築したキャリアアンカー

を看護師の職務体験から次第に自己の中に認知

されていき、個人がキャリアの上で辿ろうとす

る方向であると示している。この 6 つのキャリ

アアンカーは管理能力志向、専門的・職能的能

力志向、安定性志向、自律性志向、創造性志向、

他者への奉仕志向である。これらのキャリアア

ンカーは Schein の構築したキャリアアンカーよ

りも看護師の職務傾向をよりふまえたものであ

ると考え、坂口（1999）の構築したキャリアア

ンカーを用いることとした。環境要因は、大き

く職場環境と人的環境環に分けられた。人的環

境としてキャリア形成には職場のモデルやメン

ターの存在があり（林 , 米山 , 2008）、メンター

や、上司の支援、職場・家族・友人のソーシャ

ルサポートが看護師の自己教育力に関連してい

ること（能見ら , 2014）、中堅看護師が上司の評

価や承認を支えにしていることなどがあげられ

た（本谷 , 成川 , 2010）。職場環境は、業務の過

密化・単調化による刺激の低下を感じているこ

と（関 , 2014; 本谷ら , 2010）、求められる役割

が多いこと不満を感じていることなどがあげら

れた（日本看護協会 , 2006）。このことから、環

境要因は職場環境として業務量・職場での役割

の 5 項目と人的環境として重要他者（上司・同

僚・家族）からの支援（サポーター）の 10 項目

とした。社会要因は 1990 年代から広まった能力

開発プログラムであるクリニカルラダー制度（日

本看護協会 , 2003）であるが、看護師がクリニ

カルラダーレベルの取得に参加しない、効果が

実感できないとの報告がある（井本 , 大和田 , 
2004）。このことから施設内のラダー教育体制お

よびラダー教育以外の院内研修の 5 項目とした。

護師の自律的な学習意欲に影響を与えている可

能性が高い。しかしながら、これまでの先行研究

では中堅看護師の職務継続意志や職務満足、キャ

リア発達とその関連要因については多数議論され

ているものの（新井 , 野崎 , 田中 , 徳本 , 2016; 
関 , 2015; 辻ら , 2007； 渡部 , 2012）、自律的な

学習意欲とその関連要因について取り扱った実

証研究は存在しない。看護師の自律的な学習意

欲については、野寄 , 清水（2019）が「看護師

の自ら学ぶ意欲の評定尺度」を開発し、その信頼

性と妥当性を報告しており実証可能である。

　以上より本研究では急性期病院に勤務する中

堅看護師の自ら学ぶ意欲と個人・環境・社会要

因との関連を明らかにする。そして、継続的な

学習を牽引するために必要な自律的な学習意欲

とそれに関連する要因を明らかにすることは、

中堅看護師の学びの意欲を高めるための具体的

な支援のあり方を考える基礎資料となるのでは

ないかと考える。

Ⅱ．目的

　本研究の目的は急性期病院に勤務する中堅看

護師の自ら学ぶ意欲と個人・環境・社会要因と

の関連を明らかにすることである。

Ⅲ．方法

1．用語の操作的定義

1）看護師の自ら学ぶ意欲

　看護師としての職業的価値観に基づき、専門職

として積極的な学習意欲に起因する動機からもた

らされる自律的・継続的な学びの意欲であり、こ

の学びの意欲は学習の動機づけが高まる条件と情

緒的な自己学習能力つまり学習行動も含める。

2）中堅看護師

　経験年数 5 年以上 25 年未満の役職者（看護

主任 ・ 看護師長）としての役割を担っていない、

看護師とする。

　中堅看護師を対象にした研究は成長や教育、

キャリア開発など幅広く扱われている。中堅看

護師の定義は様々であり主に臨床経験年数を定

義に用いていた。小山田（2009）は中堅看護師

の特性について研究し中堅看護師の定義におい

て最も多い経験年数の下限は「臨床経験 5 年以

上」であり、また師長や主任という役職に就い

ていないことを条件としているものが多いとし

ていた。経験年数以外の条件では、35 歳から

45 歳であること（朝倉 , 籠 , 2013）、病院独自

のクリニカルラダーで中堅レベルに相当するこ

と（盛上 , 長谷川 , 2014; 下川 , 片山 , 2015）、
ベナーの臨床看護実践の 5 段階の技能習得レベ

ルで中堅レベルに達していることとするものが

あった（梶谷 , 内田 , 津本 , 2012 ; 撫養 , 勝山 , 
青山 , 2009; 本谷 , 成川 , 2009）。また、中堅看

護師は職業的キャリアの上で自己の専門性を見

いだし将来進むべき方向性を選択する時期とさ

れ、この時期は組織内で明確なアイデンティティ

を確立する時期で、キャリア中期である 25 歳か

ら 45 歳をさすとしている（Schein, 1990）。こ

れらの先行研究より本研究では、中堅看護師を

キャリア中期である 25 歳から 45 歳という年齢

を考慮して「経験年数 5 年以上 25 年未満の役

職者（看護主任・看護師長）としての役割を担っ

ていない看護師」と位置づけた。

2．調査対象

　公立急性期病院 1 施設に所属する経験年数 5
年以上 25 年未満の役職者（看護主任・看護師長）

以外および男性看護師を除外した看護師 201 名

を対象とした。

　性別の差がライフイベントやキャリア意識に

影響することが報告されていること（Sugiura, 
Kinoshita, Kiyota, ＆ Okayama, 2017; 鈴 木 , 
2017）から、男性看護師を調査対象者から除外

した。ライフイベントやキャリア意識は、男性

看護師が安定した収入を得るために看護を仕事

の 1 つとして捉えている傾向にあり、さらにラ

イフイベントは性別によって異なるため本研究

に関連する可能性があると考えた。加えて、本

調査の対象施設で男性看護師の人数が少ないこ

とから性別を調査することで個人が特定される

おそれがあることを考慮した。

3．調査内容

1）看護師の自ら学ぶ意欲の測定項目（表 1）
　看護師の自ら学ぶ意欲の測定には野寄 , 清水

（2019）が信頼性・妥当性を確認し、作成した

「看護師の自ら学ぶ意欲の評定尺度」を用いた。

尺度の第 1 因子【看護の学習が楽しい】は 9 項

目、第 2 因子【認められたい気持ち】は 4 項目、

第 3 因子【充実感と挑戦】は 5 項目、第 4 因子

【自ら学ぶ行動】は 4 項目の 4 因子 22 項目から

構成される。尺度の各項目の回答は「全くあて

はまらない」から「非常にあてはまる」の 6 件

法であり、総得点の範囲は 22 点から 132 点で、

13 
 

表 1 看護師の自ら学ぶ意欲の測定項目内容 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 看護の学習が楽しい 】

【 認められたい気持ち 】

【 充実感と挑戦 】

【 ⾃ら学ぶ⾏動 】

項      目

⾃分で目標を定めて頑張っている

常に看護に関する情報を得ている
看護師としてのキャリアアップを図っている
⾃分に必要な研修を⾃ら選択している
研修などに積極的に参加している

第 2 因子

第 3 因子

第 4 因子

看護師としてのモデルとなる存在に近づきたい
役割を与えられるとやる気が出る

看護師として技術を磨いている
看護師として新しいことに挑戦している
⾃分の看護実践能⼒に⾃信を持っている
看護師としての仕事に喜びを感じている

看護についてわからないことはすぐに調べたい
看護師としての知識を⾼めたい
興味のあることを徹底的に調べたい
看護師として新しいことに挑戦したい

周りの人から看護師として認められたい
上司・先輩などから頼れる存在でありたい

第 1 因子
看護を学ぶことは楽しい
看護について最新の情報を得たい
看護を学ぶことは面白い
看護に関する書物をできるだけ読みたい
看護を学ぶことが好きだ

表 1　看護師の自ら学ぶ意欲の測定項目内容

— 35 —— 34 —



武庫川女子大学看護学ジャーナル  Vol.05（2020） 急性期病院に勤務する中堅看護師の自ら学ぶ意欲に関連する要因の検討

　項目の整理は看護学教育に携わる研究者、看

護管理に従事している者、熟練看護師と専門間

討議を繰り返し行い検討した。回答方法は、環

境要因、社会要因については「全くあてはまら

ない」から「非常にあてはまる」の 6 件法で求

めた。また、個人要因のキャリアアンカーにつ

いては「全く重要でない」から「非常に重要で

ある」の 6 件法で求めた。

4．調査手続き

　対象施設の看護管理責任者（看護部長）に研

究協力を口頭で説明し同意を得た。次に研究者

が対象施設である各部署の師長に調査票を直接

手渡し、師長より対象者へ配布した。本調査票

の回答には約 20 分程度の時間を要することを依

頼書に明記した。回収は対象者が自由意思で回

答後、返信用封筒を用いて対象施設内に設置し

た施錠された投函箱に対象者個人で投函するよ

う依頼した。なお、調査は 2017 年 6 月 1 日か

ら 6 月 30 日までの 1 ヶ月間とした。

5．分析方法

　中堅看護師の自ら学ぶ意欲の総得点および下

位尺度の得点、関連要因の記述統計を算出した

後、中堅看護師の自ら学ぶ意欲の総得点および

下位尺度の得点を従属変数とした重回帰分析を

行った。重回帰分析に投入する独立変数の選択

については、多重共線性が生じる可能性を考慮

し変数間の単純相関を Pearson の積率相関係数

および Spearman の順位相関係数にて確認した。

独立変数間同士で強い相関関係（ r ＞ 0.7）を

示す調査項目のペアがある場合は、どちらかを

除外した。また、許容度を確認し 0.2 以下の場

合、その独立変数により多重共線性が生じてい

ると判断し除外した（中山 , 2017；石村 , 石村 , 
2016）。なお、「看護師の自ら学ぶ意欲の測定尺

度」は 6 件法で回答を得ており重回帰分析を行

う際には数値変数として取り扱い分析を行った。

また、＜年齢＞＜経験年数＞＜異動の経験＞＜

中途採用経験＞＜婚姻・子育て＞＜介護家族の

有無＞に関する項目は、変数をダミー変数に変

換して分析を行った。さらにデータの統計解析

には IBM SPSS Statistics 22.0 for Windows を使用

し、全ての分析で有意水準 5％未満を採用した。

6．倫理的配慮

　本研究は、武庫川女子大学研究倫理委員会（承

認番号 16-112）および対象施設の倫理委員会（承

認番号 3295）の承認を得て実施した。対象施設

の看護管理責任者（看護部長）に研究協力を口

頭で説明し同意を得た。また研究対象者へ質問

紙調査票の配布に際し「研究の目的、方法、プ

ライバシーの保護、および調査終了後の回答用

紙は破棄すること、調査結果は本研究以外に使

用しないこと」について文書で提示した。対象

者が自由意思で回答後、返信用封筒を用いて対

象施設内に設置した施錠された投函箱に対象者

個人で投函し、これにより任意の研究協力を保

証した。研究参加の自由や調査票を無記名とし

対象者自身が投函することで個人が特定されな

いよう配慮した。また、研究対象者個人の能力

評価にならないこと、記載内容が上司に知られ

ることはないことを保証した。

Ⅳ．結果

1．対象者の記述統計（表 2）
　201 名の対象者のうち 96 名（回収率 47.8％）

から回答が得られ、そのうち有効回答率は

96.9％であった。対象者は 35 歳から 39 歳が

32.3％を占め、次いで 40 歳から 44 歳が全体の

30.2％であった。臨床経験年数は 10 年から 14
年が 38.5％と最も多かった。ライフイベントに

ついては既婚者が 71.9％であり、子育てをして

いるものは 59.4％であった。

　まず、キャリアアンカーに注目すると＜管理

的志向＞は「非常に重要である」「重要である」

「少し重要である」が全体の 15.7％、「あまり重

要でない」「重要でない」「非常に重要ではない」

が全体の 81.3％であり管理的志向を有している

ものの傾向は低かった。対して、＜安定性志向

＞は「非常に重要である」「重要である」「少し

重要である」が全体の 93.8％、「あまり重要でな

い」「重要でない」「非常に重要ではない」が全

体の 4.1% でありキャリアアンカーの項目では

＜安定性志向＞の傾向が最も高い得点であった。

さらに、＜他者への奉仕志向＞も「非常に重要

である」「重要である」「少し重要である」が全

体の 90.6％、「あまり重要でない」「重要でない」

「非常に重要ではない」が全体の 8.3％であり高

い傾向であった。職場環境の＜与えられる仕事

の業務量が多い＞は「非常にあてはまる」「あて

はまる」「少しあてはまる」が全体の 80.1％、「全

くあてはまらない」「あてはまらない」「あまり

あてはまらない」が全体の 19.9％であり＜与え

られる仕事の業務量が多い＞と感じているもの

表 2　対象者の属性
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N=96
度数 ％ 平均±標準偏差 度数 ％ 平均±標準偏差

看護師の⾃ら学ぶ意欲の総得点 84.13±15.07 4.3±1.2
第１因子 【看護の学習が楽しい】 37.66±6.94 全くあてはまらない 2 2.1
第２因子 【認められたい気持ち】 16.21±3.27 あてはまらない 6 6.3
第３因子 【充実感と挑戦】 17.76±3.63 あまりあてはまらない 11 11.5
第４因子 【⾃ら学ぶ⾏動】 12.49±4.08 少しあてはまる 33 34.4
25〜29歳 13 13.5 あてはまる 29 30.2
30〜34歳 23 24.0 非常にあてはまる 15 15.6
35〜39歳 31 32.3 3.9±1.1
40〜44歳 29 30.2 全くあてはまらない 2 2.1

臨床経験年数 あてはまらない 9 9.4
5〜9年 25 26.0 あまりあてはまらない 18 18.8
10〜14年 37 38.5 少しあてはまる 36 37.5
15〜19年 26 27.1 あてはまる 27 28.1
20〜24年 8 8.3 非常にあてはまる 4 4.2

4.1±1.2
あり 36 37.5 全くあてはまらない 3 3.1
なし 60 62.5 あてはまらない 5 5.2

あまりあてはまらない 19 19.8
あり 31 32.3 少しあてはまる 35 36.5
なし 61 63.5 あてはまる 22 22.9

非常にあてはまる 12 12.5
未婚 27 28.1 4.1±1.2
既婚 69 71.9 全くあてはまらない 1 1.0

あてはまらない 8 8.3
している 57 59.4 あまりあてはまらない 18 18.8
していない 35 36.5 少しあてはまる 31 32.3

あてはまる 28 29.2
あり 4 4.2 非常にあてはまる 10 10.4
なし 92 95.8 4.1±1.2

2.2±1.3 全くあてはまらない 3 3.1
全く重要ではない 36 37.5 あてはまらない 6 6.3
重要でない 21 21.9 あまりあてはまらない 17 17.7
あまり重要でない 21 21.9 少しあてはまる 32 33.3
少し重要である 11 11.5 あてはまる 29 30.2
重要である 2 2.1 非常にあてはまる 8 8.3
非常に重要である 2 2.1 4.4±1.0

3.7±1.2 全くあてはまらない 1 1.0
全く重要ではない 7 7.3 あてはまらない 2 2.1
重要でない 9 9.4 あまりあてはまらない 12 12.5
あまり重要でない 14 14.6 少しあてはまる 36 37.5
少し重要である 43 44.8 あてはまる 34 35.4
重要である 18 18.8 非常にあてはまる 11 11.5
非常に重要である 4 4.2 4.7±1.0

4.8±0.8 全くあてはまらない 2 2.1
全く重要ではない 0 0.0 あてはまらない 2 2.1
重要でない 1 1.0 あまりあてはまらない 4 4.2
あまり重要でない 3 3.1 少しあてはまる 26 27.1
少し重要である 30 31.3 あてはまる 44 45.8
重要である 44 45.8 非常にあてはまる 17 17.7
非常に重要である 16 16.7 3.8±1.3

4.0±1.1 全くあてはまらない 7 7.3
全く重要ではない 2 2.1 あてはまらない 6 6.3
重要でない 4 4.2 あまりあてはまらない 28 29.2
あまり重要でない 20 20.8 少しあてはまる 24 25.0
少し重要である 40 41.7 あてはまる 21 21.9
重要である 20 20.8 非常にあてはまる 9 9.4
非常に重要である 9 9.4 2.9±1.2

4.1±1.0 全くあてはまらない 13 13.5
全く重要ではない 2 2.1 あてはまらない 21 21.9
重要でない 4 4.2 あまりあてはまらない 23 24.0
あまり重要でない 17 17.7 少しあてはまる 21 21.9
少し重要である 41 42.7 あてはまる 6 6.3
重要である 26 27.1 非常にあてはまる 0 0.0
非常に重要である 5 5.2 3.2±1.3

4.5±0.9 全くあてはまらない 9 9.4
全く重要ではない 2 2.1 あてはまらない 19 19.8
重要でない 1 1.0 あまりあてはまらない 20 20.8
あまり重要でない 5 5.2 少しあてはまる 23 24.0
少し重要である 36 37.5 あてはまる 15 15.6
重要である 41 42.7 非常にあてはまる 0 0.0
非常に重要である 10 10.4

看
護
師
の

⾃
ら
学
ぶ
意
欲

サ
ポ
ー
タ
ー

新たな視点を与えてくれる上司がいる

キャリアアップを応援してくれる人がいる

ラ
ダ
ー
教
育

ラダー教育は学びやすい

婚姻の有無

子育ての有無

介護家族の有無

管理的志向

専門的・職能的志向

安定性志向

⾃律性志向

創造性志向

他者への奉仕志向

項目項目

同僚や先輩の⽀援に満⾜している

仕事に対して家族の理解がある

与えられる仕事の業務量が多い

仕事量が多いとき調整がある

職場で役割の負担がある

上司の⽀援に満⾜している

職
場
環
境

中途採用経験の有無

経
験

年
齢

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

キ
ャ
リ
ア
ア
ン
カ
ー

異動の経験の有無

ラダー教育以外の院内教育は学びやすい

表２．対象者の属性 
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【看護の学習が楽しい】は、37.66 ± 6.94 点、第

2 因子【認められたい気持ち】は、16.21 ± 3.27
点、第 3 因子【充実感と挑戦】は、17.76 ± 3.63
点、第 4 因子【自ら学ぶ行動】は、12.49 ± 4.08
点であった。

2．中堅看護師の自ら学ぶ意欲に関連する要因

　Pearson の積率相関係数および Spearman の順

位相関係数と多重共線性の診断による許容度を

確認し、独立変数間で強い相関を認めた項目およ

び許容度 0.2 以下の項目を除外した。＜年齢＞と

＜経験年数＞に強い相関（r ＞ 0.7）は認められ

なかったが、＜経験年数＞は多重共線性の診断に

おいて許容度 0.2 未満であった。しかし、中堅看

護師の操作的定義として経験年数 5 年から 25 年

未満としているため独立変数から＜経験年数＞を

除外することはできないと考え採用した。これら

の結果から重回帰分析には＜経験年数＞＜異動

の経験＞＜中途採用経験＞＜婚姻・子育て＞＜介

護家族の有無＞＜管理的志向＞＜専門的・職能

的志向＞＜安定性志向＞＜自律性志向＞＜創造性

志向＞＜他者への奉仕志向＞＜仕事をこなすの

に精一杯である＞＜職場で役割の負担がある＞＜

上司の支援に満足している＞＜同僚や先輩からの

支援に満足している＞＜新たな視点を与えてくれ

る上司がいる＞＜仕事に対して家族の理解がある

＞＜ラダー教育の学びやすさ＞＜ラダー教育以外

の院内研修の学びやすさ＞の 22 の独立変数（ダ

ミー変数を含む）を強制投入した（表 3）。
　重回帰分析の結果、自ら学ぶ意欲の総得点を

従属変数とした場合、自由度調整済み決定係数

は 0.296 を示した。影響力が大きかったのは職

場環境の＜職場で役割の負担がある＞が負の方

向で有意であった。また、下位尺度得点を従属

変数として確認した場合、第 1 因子【看護の学

習が楽しい】ではキャリアアンカーの＜創造性

志向＞で正の方向で有意であった。第 2 因子【認

められたい気持ち】では職場環境の＜職場で役

割の負担がある＞が負の方向で有意であった。

第 3 因子【充実感と挑戦】では自由度調整済み

決定係数が 0.078（p ＞ 0.05）であり、モデルは

不適合を示した。第 4 因子【自ら学ぶ行動】で

はキャリアアンカーの＜安定性志向＞が負の方

向で有意であり、次いで、サポーターの＜仕事

に対して家族の理解がある＞が正の方向で有意

であった。その他の変数では有意な差は認めら

れなかった（表 3）。

Ⅴ．考察

1．本研究対象者の特徴

　本研究に協力した対象者は 35 歳から 44 歳

が全体の 6 割を占めていた。看護協会が行った

2016 年看護職員実態調査では、看護職員の平均

年齢は 37.7 歳である（日本看護協会 , 2017）。
また、本研究の実施施設は、300 床を有する公

立病院であり全国統計では 300 ～ 399 床の病

院規模の看護師の平均年齢は、37.6 歳を示し

ている。このことから、本研究の対象者は比較

的年齢層の高い集団であったと言える。そのた

め、ライフイベントにおいて既婚や子育てをし

ているものの割合が高かったと言える。さらに、

これらのことは＜安定性志向＞のキャリアアン

カー得点が高いことにも関連していると推察す

る。このような特徴を持つ対象者の自ら学ぶ意

欲の総得点は、84.13 ± 15.07 あった。この結

果として職業的アイデンティティが関与してい

る可能性があると考える。看護師は就業経験の

中でさまざまな人と出会い、その相互行為の中

から看護の価値を認識し、働く間に看護師はさ

らなる学びの機会を持つ（グレッグ , 2002）。
こうした働く経験から得られる新しい学びが看

護師としての自己成長の働きかけにつながるの

ではないかと考える。

2．中堅看護師の自ら学ぶ意欲に関連する要因

　本研究より中堅看護師の自ら学ぶ意欲には、

職場での役割負担が関連することが明らかと

なった。先行研究でも中堅看護師は看護業務へ

の満足度が低く、業務量が多いこと、期待され

る役割への困難・負担感により就業意欲が減退

していることが指摘されている（撫養ら , 2009； 
グレッグ , 池邉 , 池西 , 林 , 平山 , 2003）。本研

究では、新たに職場での役割負担が自ら学ぶ意

欲をも減退させることが明らかとなった。注目

すべきは本研究により「看護師の自ら学ぶ意欲」

の下位尺度である第 2 因子【認められたい気持

ち】と第 3 因子【充実感と挑戦】について職場

での役割負担が負の関連を示したことである。

役割付与は新たな挑戦の機会の提供であり、看

護管理者（師長や主任看護師）は役割付与を通

じて中堅看護師自身を承認し、その成長を促進

することを期待している面がある。しかしなが

ら本研究結果は、役割負担が多い者は承認欲求

が低いことを示していた。すなわち、中堅看護

師にとって役割を与えられることは承認欲求を

が多い傾向であった。＜職場で役割の負担があ

る＞は「非常にあてはまる」「あてはまる」「少

しあてはまる」が全体の 71.9％、「全くあては

まらない」「あてはまらない」「あまりあてはま

らない」が全体の 28.1％であり＜職場で役割の

負担がある＞と感じているものが多かった。一

方で＜仕事量が多いとき調整がある＞は「非常

にあてはまる」「あてはまる」「少しあてはまる」

が全体の 69.8％であり、「全くあてはまらない」

「あてはまらない」「あまりあてはまらない」が

全体の 30.3％であり仕事の業務量の多さや負担

はあるもののそれを調整してもらっていると感

じている傾向があった。次いで、サポーターの

＜上司の支援に満足している＞＜新たな視点を

与えてくれる上司がいる＞＜同僚や先輩の支援

に満足している＞は「非常にあてはまる」「あて

はまる」「少しあてはまる」と回答する者が全体

の 70.0％以上を占めており上司や先輩、同僚の

支援に満足していると感じている傾向であった。

さらに、＜仕事に対して家族の理解がある＞は

「非常にあてはまる」「あてはまる」「少しあては

まる」と回答している者が全体の 90.6％を占め

ており、家族から看護師としての仕事の理解が

あると感じているものが多かった。

　中堅看護師の自ら学ぶ意欲の総得点は、22 点

から 130 点の範囲であり、平均得点および標準

偏差は 84.13 ± 15.07 であった（中央値 84.0）。
各因子の平均得点および標準偏差は、第 1 因子

15 
 

表３．中堅看護師の自ら学ぶ意欲に関連する要因の重回帰分析結果 

 

経験年数（５〜９年） ダミー .122 .081 .100 .384 -.136
経験年数（10〜14年） ダミー -.039 -.097 .023 .321 -.277
経験年数（15〜19年） ダミー .002 .059 .085 .226 -.373
経験年数（20〜24年） ダミー　(★）
異動の経験（あり） ダミー .143 .206 .096 .128 -.044
異動の経験（なし） ダミー（★）

中途採用経験（あり） ダミー -.039 -.148 -.146 .044 .211
中途採用経験（なし） ダミー（★）
既婚＆子育て（していない） ダミー .028 .047 .124 -.077 -.026
既婚＆子育て（している） ダミー .054 .138 .028 .019 -.086
未婚 ダミー（★）

介護家族（あり）  ダミー .005 .041 -.053 .022 -.036
介護家族（なし）  ダミー（★）
管理的志向 .045 .044 .139 -.085 .045
専門的・職能的志向 .204 .240 -.052 .180 .190
安定性志向 -.046 .036 .106 -.007 -.311 *
⾃律性志向 -.031 -.036 -.038 -.021 .003
創造性志向 .220 .330 * .124 -.098 .189
他者への奉仕志向 .290 .190 .271 .378 * .175
仕事をこなすのに精一杯である .249 .162 .243 .310 .151
職場で役割の負担がある -.367 * -.209 -.415 ** -.436 * -.247
上司の⽀援に満⾜している -.139 -.174 .075 -.047 -.231
同僚や先輩からの⽀援に満⾜している -.107 -.054 -.043 -.118 -.153
新たな視点を与えてくれる上司がいる .114 .165 -.157 .080 .196
仕事に対して家族の理解がある .152 .050 .093 .103 .291 *
ラダー教育の学びやすさ -.006 -.085 -.067 .082 .121
ラダー教育以外の院内研修の学びやすさ .111 .059 .264 .015 .069

調整済み R2 乗 .296 .311 .327 .078 .243
n 81 82 82 81 82

*p＜.05  **p＜.01注１）年齢、経験年数、異動の経験、中途採用経験、既婚・子育ての有無、介護家族の有無の項目においては、
　　　　 変数をダミー変数へ変換し重回帰分析を⾏った
注２）カッコ内★は、リファレンスカテゴリーを示す
注３）看護師の⾃ら学ぶ意欲の下位尺度の項目は、第1因子【看護の学習が楽しい】、第2因子【認められたい気持ち】、第3因子【充実感と挑戦】
　　　　 第4因子【⾃ら学ぶ⾏動】である

第1因子 第4因子第3因子第2因子⾃ら学ぶ意欲
総得点

従属変数
独⽴変数

社
会

要
因

キャリアアン
カー

個
人
要
因

経験

環
境
要
因

ラダー教育

ライフイベント

職場環境

サポーター

表 3　中堅看護師の自ら学ぶ意欲に関連する要因の重回帰分析結果
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護師が捉えている役割負担の具体的内容までは

知り得ることができていない。中堅看護師は、

新人指導や委員会参加や雑務の業務量の多さが

負担であることが明らかにされていることから

（日本看護協会 ,2009）、今後は中堅看護師が職

場でこれらの役割をどのように認識しているの

か探り、具体的な中堅看護師の教育支援につい

て検討していく必要がある。
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高めるのではなく、負担感が増大し、充実感や

挑戦への意欲を下げることが示唆された。

　さらに、第 1 因子【看護の学習が楽しい】は

キャリアアンカーの＜創造性志向＞で正の方向

で有意を示していた。創造性志向とは新しいこ

とを創造することを重視し、成功させることで

あり、創造的・建設的欲求が強く、完全に自分

の努力で成果を生み出すことに喜びを感じるこ

とである。第 1 因子【看護の学習が楽しい】は

看護に対する興味・関心を示しており、「看護を

学ぶことは楽しい」や「看護について最新の情

報を得たい」「看護師としての知識を高めたい」

といった質問項目で構成されている。創造性志

向が高いものはこうした創造可能性を探求して

おり、【看護の学習が楽しい】と感じているので

はないかと推察する。また、第 3 因子【充実感

と挑戦】は＜他者への奉仕＞で正の方向で有意

であった。この第 3 因子【充実感と挑戦】で＜

他者への奉仕志向＞が正の関連を示していたの

は、高い奉仕志向により看護に対する充実感が

増し、そこからさらに次への挑戦が始まってい

る可能性があるのではないかと考える。さらに、

第 4 因子【自ら学ぶ行動】は＜安定性志向＞で

負の方向で有意を示していた。安定性志向は与

えられた範囲で仕事と責任を果たす努力をする

ことや自分の生活を重視する志向を言う（坂口 , 
2002）。本研究の対象者は＜安定性志向＞が高

い傾向にあった。これは、本研究の対象者が女

性限定であったことから女性のキャリア発達に

特有の結婚・出産・介護などのライフイベント

が大きく関与した結果と考える。関（2014）は

安定の志向が強い場合、挑戦度の高いきっかけ

を模索・活用しようとはせず現状の役割や短期

的な目標に価値づけしていると示唆している。

このことから、安定性志向が高い傾向にあるも

のは、自律的な学びの行動とする【自ら学ぶ行

動】へつながらない可能性が示唆される。そし

て、第 4 因子【自ら学ぶ行動】ではサポーター

の＜仕事に対して家族の理解がある＞で正の関

連を示していた。看護職としての成長欲求の高

い者は、看護職として自分自身を支えてくれる

ソーシャルサポートが整っていると感じている

（山内 , 戸梶 , 2004）。本研究においても研修に

参加することやキャリアアップを図るといった

行動は看護師個人を支えるサポーターとしての

家族の存在が重要不可欠であることを示してい

たと言える。

　本研究は 1 施設の公立急性期病院に限定した

ものであった。そのため、結果を一般化するには

十分な調査とは言えず、今後サンプルサイズを拡

大した調査研究が必要である。また、本研究対象

者には専門的な資格（専門看護師や認定看護師）

が含まれていた。そのため、自ら学ぶ意欲の総得

点に影響を与えた可能性がある。今後は、専門的

な資格取得の有無も考慮し調査を行う必要があ

る。さらに、関連要因として先行研究にて報告さ

れている中堅看護師の置かれている状況から要

因を選定し分析した。しかしながら、中堅看護師

に特徴的な要因の多くは自律的な学習意欲との関

連が認められなかった。その理由として以下の 2
つのことが考えられる。第 1 にセレクションバイ

アスの可能性がある。すなわち個人要因・環境要

因・社会要因の負荷により、すでに離職している

看護師は本研究には含まれておらず、集団に偏り

が生じている可能性は否定できない。第 2 に異

動経験や子育て状況は、異動してからの年数や

子育てしている児の年齢により影響の方向性が異

なる可能性がある。そのため、質問項目が中堅看

護師の置かれている状況を適切に捉えていない

可能性がある。また、職場での役割負担におい

ては与えられる役割や役割付与の仕方により役

割に対する自己の感じ方はさまざまである。その

ため、自己の感じ方には多くの要素が影響してい

ることも含めた検討を考える必要がある。今後は、

本研究結果をふまえて関連要因を慎重に検討す

る必要がある。

Ⅵ．結語

　中堅看護師の置かれている状況から中堅看護

師の自ら学ぶ意欲に関連する要因を検討した結

果、中堅看護師の自ら学ぶ意欲には職場環境の

＜職場での役割負担＞が関連していることが明

らかになった。中堅看護師はある時期を迎えた

頃から自己の役割を多く抱え、その中で後輩に

看護を教授するためにモデル的存在として一生

懸命励んでいる。看護師は経験を積むことによ

り更に大きな役割に遭遇することがある。それ

を活かして成長できるかどうかは個人の努力に

左右されると考えるが、その役割認識にどのよ

うに働きかけていくかが中堅看護師を更なる飛

躍へ導くための教育的支援の 1 つとして重要で

はないかと考える。しかし、本研究では中堅看
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